Panasonic 



取扱説明書 

フラッシュライト 


品番 DMW-FL220 



このたびは、ノ くナソニック製品をお買い上げいただき、まことにありびとラございます。 

• 取扱説明書をよくお読みのラえ、正しく安全にお使いください。 

•ご使用前に「安を上のごを意」 （3 ~ 8ページ）を必ずお読みください。 

■保証書は「お買い上げ曰•販売店名」などの記入を確かめ、取扱説明書ととちに大切に保管してくだ 
さし、。 
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人への危害、財産の損害を防止するため、おずお守0いただ<ことを説明しています。 

■誤った使いちをしたときに生じる危害や損害の程度を区分して、説明しています。 


A 警告 


r 死 t や重傷を負ラおそれびある内容」です。 


A 注意 


「傷害を負ラ こと や、財産の損害が発生するおそれがある内容」です。 


■ お守りいただ < 内容を次の図記号で説明しています。(次は図記号の例です） 


0 


してはいけない内容です。 


〇 


実行しなければならない内容です。 


まを上のご注意 ぐなずお寺日 < ださい' 


{女全上のごま意 
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まを上のご注意 r なずお守日 <ださしり(つヴき) 


A 警告 


Q 電池は誤った使いかたをしない 

取り扱いを誤ると、あをれ•発熱•発火•破裂などを起こし、火災や周囲ミち損の原因になり 
ます。 

• 指定 L ソ外の電池を使わない 
• 乾電池は充電しない 

• 加熱-分解した0、水などの液体や火の中へ入れた0しない 
• ©と©を針金などで接続しない 

• 金属製のネックレスやヘアピンなどといっしよにな管しない 
• © と©を逆に入れない 

•新-旧電池や違ラ種類の電池をいっしょに使わない 
• 被覆のはびれた電池は使わない 

• 電池にはま全のため被覆をかぶせています。これをはびすとショートの原因になりますの 
で、絶対にはびさないで<ださい。 


0 


可燃性-爆発性-引义性のガスなどのある場所で使わない 

乂災や爆発の原因にな0ます。 

• 粉じんの発生する場所でを使わない 
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A 警告 


0 

0 

0 


分解や改造はしない、め5さない、異物を入れない 

乂災■感電-ショートの原因になります。 

■内部には、電圧の高い部分びあ0ます。 

乗り物の運転中に使わない 

事故の誘発につなび0ます。 

• 歩行中ち、周囲や路面の状況に十分注意する 

運転ちなどに向けてフラッシュを発光しない 

事故の誘発につなび0ます。 


接軸禁止 


雷が鳴った!5、触れない 

感電の原因にな0ます。 
♦本体には、金属部びあります。 


安全上のごを意 


已 








まを上のご注意 r なずお守日 <ださしり(つヴき) 


A 警告 



異常時には、電池を取り出す 

义災•感電-ショートの原因にな0ます。 
•内部びめれた0、金属や異物び入ったとを 
• 外装ケースび破損したとさ 
• 煙や異臭、異音び出たとさ 



電池の液がもれたときは、素手で液をさわ5ず、 1 U 下の処置をずる 

•液び目に入ったとさは、失日月のおそれびあります。目をこすらずに、すぐにされいな水で 
洗ったあと、医師にごホ目談<ださい。 

• ミ夜び身体や衣服に付いたときは、皮膚の炎症やけびの原因になるので、きれいな水で十分 
に洗い流したあと、医師にご相談ください。 


巨 






A ま意 


0 

0 

0 


次のような場所に放置しない 

火災や感電の原因になることびあ0ます。 

• 異萬に温度び高くなるところ（特に真夏の車内やボンネットの上など） 

• 油煙や湯気の当たるところ 
• 湿気やほこりのをいところ 

フラッシュを人の目に近づけて発光しない 

視力障害などの原因になることびあります。 

•爭 L 幼児を撮影するときは、] m じ(上離してください。 

フラッシュの発光部分を直接手で触5ない•ごみなどの異物が付いたま 
ま使わない*テープなどでふさがない 

やけどの原因になることびあります。 

発光熱によって煙などび出る原因になることびあります。 

•発光直後は、しばら<軸らないで<ださい。 


を全上のごを意 
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まを上のご注意 r なずお守日 <ださしり(つヴき) 


A ま意 


0 

〇 


フラッシュ発光部は、至近距離で直接見ない 

誤って発光した場合、視力障害などの原因になることびあります。 


□ックリングはしっかりと締める 

緩んでいると、フラッシュライトび落下するなどして、けびをしたり製品び故障する原因に 
なることびあります。 

使ラ前にしっかりと締まっているか確かめてください。 



病院内や機内では、病院や航空会社の指示に従う 

本機からの電磁波などび、計器類に影響を及ぼすことびあります。 


次のとをは、電池を取り出す 

電池を入れたまま放置すると、あをれ•発熱■発乂-破裂などを起こし、火災や周囲巧損の 
原因になることびあります。 

• 長期間使わないとさ 
• お手入れのとさ 
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まずお読み < ださい 


• Panasonic 製デジタルカメラ用フラッシュライトでず。 
DMC - LX 3& 1や DMC - G ] シ U - ズなどに対応しています。 
(2 日日8年 ] 2月現在） 

• 本書内のデジタルカメラのイラストは DMC - 白] K の例で説日月 
していまず。 

ファームウエア Ver .1.1 し处上に対応していまず。 


故障を防ぐために 


■ 本機の取り扱いについて 

• 本機に強い振動や衝撃を与えないでください。 誤動作する 巧 
能性びあります。また、フラッシュ発光部び破壊される可能 
性びあります。 

•砂やほこりは、本機の故障につなびりまず。 ミ 兵辺などで使う 
ときは、砂やほこりび入5ないようにしてください。 

• 雨の曰や浜辺などで撮影するとをは、本機を城らさないよラ 
にお気をつけ<ださい。 

• 本機は防水構造ではありません。 

万一、水滴などがかかったときは、乾いた巧でみいてくださ 
し、。正常に動作しない場ちは、お買い上げの販売店または修 
理ご相談窓口にお問い含わせください。 （P2 已〜 30) 

• 発光部の過熱と劣化を防止ずるため、フル発光での連続発光 
は1日回までで中断し、]日分!;(上あけて発光部を冷却させて 
<ださい。 

• デジタルカ六ラ本体の取扱説明書を合わせてお読みください。 


■ 長期間使用しないときは 

• 電池は必ず本機か5取り出してください。 

• 電池を入れたままにしておくと、本機の電源を入れていなくて 
わ、絶えず微か電流び流れているので、電池び放電します。（ニッ 
ケル水素電池については、 ] 2ページを参照してください） 

• 電池は涼し<て湿気びな<、なるべく温度び一定のところに 
保管してください。 

(推奨温度：1日む〜2己む、推奨湿度:4日〇/〇〜巨日〇/〇です） 
♦押入れや戸棚に保管するとをは、乾燥剤（シリカゲル）と一 
緒に入れることをおすすめします。 


安全上のごを意-はじめに 
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付属品 


[包装を開けたときの確認] 

包装箱か日取り出すときに、本体、付属品びすべて入っている 
か、また本体、付属品の列見や機能面に流通、輸送過程での層 
傷びないかを確認して<ださい。 

異常び発見された場合は、ご使用前にお買い上げの販売店にご 
連絡 < ださい。 

付属品をご確認ください。 

記載の品番は2日日8年] 2月現在のものです。 

で 

フフツシュケース 

VFC 43 已3 


付属品は販売店でお買い求めいただけます。 

パナソニックの家電製品直販ヴイト「パナセンス」でちお買 
いボめいただけまず。 

CLUB Panasonic 

Pawa Sense 

http :// club . panasonic . jp / mall / sense / 


• 電池は別売です。 
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る部の名前 



1フラッシュ発光部 
2 □ック U ング ( PIS ) 

3端子部 ( P 16) 

4露出表 

已 [AUTO CHECK ] ランプ （ P ] 己、 17) 

6に HARGE ] ランプ ( P ] 己、 17) 

7 [ TEST ] ボタン ( P ] 已） 

8モードダイヤル(電源/モード切り換え） （ P 1 已、1 7) 
9電池扉 ( P 14) 





























電池にごいて 


■ 使用できる電池について 


単3おアルカリ乾電池 （ LR 巨）_ 

単3形充電式ニッケル水素電池 （ Ni - MH ) 

※単3形エボルタちご使用いただけます。 

• Panasonic 製電池の使用をおすずめしまず。 

• 電池の銘柄や製造曰か日の保存期間-保存状態によって、性 
能び大を<異なる場合びあ0まず。 

• 電池はお温時 （ 1crci ; (下）には一時的に性能びお下しますび、 
常温に戻ると回復します。 

• 使用温度や使用条件によっては、誤動作を起こすことびあり 
ますび、異常ではありません。 

• 電池を長持ちさせるために、撮影の含間には電源をこまめに 
切ることをおすすめします。長時間使用するとをは、巧電式 
ニッケル水素電池の使用をおすすめします。 

• -度使い切った電池は、しば5<放置すると性能び回復する 
ことびありますび、またずぐに使えな<なりまずので、必ず 
新しい電池と交撰して < ださい。 

■ 動作保 iE していない電池について 


単3お二カド電池_ 

単3形ニッケルマンガン電池 （ ZR 6) 

単3お U チウム電池 （ FR 巨） 

単3形マンガン乾電池 （ R 巨 P 、 R 6 PU ) 
単3形オキシライド乾電池 


• 上記の電池は動作保証してお0ません。また液われや電源び 
入5ないなどの誤動作、破裂の危険性びあ0ます。 


■ 使用で去ないお状の電池について 

•本機に入れると、液われ、発熱、破裂の原因になります。 

• 市販されている電池の中には、被覆の一部またはすべてび覆 
われていない電池びあ0まずので、絶対に使用しないで<だ 
さい。（下図を参照してください） 

被覆びすべてはびされてい 
る電池（裸電池）、または一 
部びはびされている電池 


© 

© 



■ 電池の取り扱いについて 

電池の取り扱いを誤ると、液ちれ、発熱、発火、破裂の原因に 
なることびあります。じ(下のことをお守りください。 

また、3〜8ページの r ま全上のごを意」と合わせてお読み< 
ださい。 


水や海水につけた0、端テ部分をめらさないで<ださい。 
被覆をはびしたり、傷を付けないで<ださい。 

落としたりぶつけたりずるなど、大きな衝撃を与えないでく 
ださい。 

液をれ、変形、変色、その他異常に気づいたとさは使用しな 
いで < ださい。 

高温、多湿の場所に保管しないでください。 

幼児やお子様の手び届<範囲に放置しないでください。 
電池を交撰するときは、2本とわ同種類の新しい電池に交撰 
して < ださい。 

本機を長期間使用しないとさは、電池を取り出しておいてく 
ださい。 


はじめに ■ 準備 
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• 使用直後の電池は高温になっている場合びあります。電池の 
取り出しは電源を切ってか5、電池の温度び下びるのを待っ 
てから行ってください。 

• 低温時 （1 日む！;(下）は電池の性能び低下し、発光回数び極 
端にかな < なります。特にアルカ U 乾電池使用時は短くなる 
傾向びあるため、ポケットの中などで温めてか5使巧してく 
ださい。電池をポケットなどで温める罵合、ライターなどの 
金属類やカイ□に直接電池び触れないよラお気をつけ<だ 
さい。 

• ©角極に巧脂などのミちれびあると、発光回数び極端にかな 
<なる場含びあ0ます。電池を入れる前に@0極を乾いた 
柔かい巧でていねいにふいてください。 


万一、液われび発生したとさは、電池挿入部に付いた液をよく 
ふを取ってか5、新しい電池または満充電されたニッケル水素 
電池を入れて < ださい。 


液び手や衣服に付いたとさは、水でよく洗い流してください。 
液び目に入ったときは、失明の原因になることびあります。目 
をこす5ずに、すぐにをれいな水で洗ったあと、医師にご相談 
ください。 


■ 充電式ニッケル水素電池について 

ニッケル水素電池は専用の巧電器を使って充電すると、使用で 
をるよラになります。ただし、取り扱いを誤ると、あわれ、発 
熱、発火、破藝の原因になることびあります。似下のことをお 
守り <ださい。 

• ©©極に巧れびあると、正常に充電でさない場含びありま 
す。©©極と充電器の端テを乾いた柔かい巧でていねいに 
ふいて < ださい。 
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♦ お買い上げ時や、長期間使用していなかったニッケル水素電 
池は、十分に充電されない場合びあります。これは電池の特 
性によるわので異常ではありません。充電を数回繰り返すこ 
とで正常に戻ります。 

• 電池容量を使い切ってか5充電することをおすすめします。 
電池容量を使い切5ずに充電を繰0返すと、電池容量び持続 
しに<<なることびあります。モ U —効果といいます） 

• ><モ|」一効果び発生したとさは、発光でをない状態まで使い 
切ってか5満充電を数回繰り返して < ださい。電池容量び回 
復します。 

• ニッケル水素電池は使用しないとさでを自然放電により電 
池容量びほ下します。 

• 充電したニッケル水素電池を連続して充電しないでください。 

• 被覆をはびしたり、傷を付けないで<ださい。 

• お使いの充電器の説明書をお読み<ださい。 

ニッケル水素電池には寿命びあります。使用回数を重ねた0、時 

間び経過するにつれて、電池の容量はかしずつほ下します。 

使用でさる時間び大幅に短くなった場含は寿命と思われます。 

新しい電池をお買い求め<ださい。 

• 寿命は保管ち法や使用状況、環境によって異な0ます。 

■ 長期間使用しないと舌は 

• 電池を入れたままにしておくと、本機の電源を入れていなく 
てち、絶えず微か電流び流れているので電池び放電します。 
そのままにしてお<と過放電にな0、充電してわ電池び使用 
でをなくなる恐れびあ0ます。 

• 長期間保管する場含、1年に1回は充電し、電池残量びなく 
なったあと、本機か5取り出して再保管することをおすすめ 
します。 




■ 電池寿命について 
発光回数 

(30 秒間隔で MANUAL フル発光できる回数) 


使用する電池 

発光回数 

アルカリ乾電池 （LR6) 

約] 4日回 

アルカリ乾電池 （LR6) 

(エボルタ） 

約] 6日回 

ニッケル水素電池 （Ni-MH) 

約23日回 

( min . 2400 mAh タイプ） 


撮影条件 

• 温度23む 



• 発光回数は電池の保存状態や使用条件によって多少変わります。 
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mm (別売）を入れる-取り出す 


• 電源び入っていないことを確認する。（モードダイヤルび [ OFF ] の位置にあることを確認する） 

• アルカ U 乾電池、巧電式ニッケル水素電化を使巧する。 

1電池扉をスライドさせて開く 3電池扉を閉じて、最後まで確実にスライドさせる 



2電池を入れるときは、@©の向きを間違えないよ rwi — 一 

つに 入れる ■使用をは、電ミ也を取 D 出しておいてください。 
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電池巧量を確認する 


電池を入れたら、電源を入れて電池残量を確認します。 


1モードダイヤルを [MANUAL] に合わせる 



ドダイヤル 


2に HARGE] ランプが点灯ずることを確認ずる 



• 満充電完了後、に HARGE ] ランプび点灯します。 


• に HARGE ] ランプの点灯までの時間び政下の場合、電池 
び消耗していまず。早めに電池を交撰して<ださい。 


アルカリ乾電池 

30秒！;(上 

アルカ U 乾電池（エボルタ） 

30秒！;(上 

充電式ニッケル水素電池 

10秒！;(上 


• に HAR 日 E ] ランプと [ AUT 日 CHECK ] ランプび同時に点 
ミ臧した場合は、電池び善しく消耗していまずので、新しい 
電池と交換して<ださい。 


3モードダイヤルを [OFF] に合わせて電源を切る 


• [TTL AUT 日]に含わせると、フラッシュびデジタルカ^ラを 
認識するまでに HARGE ] ランプび点滅します。 

• [ TEST ] ボタンを押すと、発光させることびでさます。 

• 於下の場合は電源を切ってください。 

一本機をデジタルカメラに取り付けたり、取り外ずとを 
-フラッシュを光日せたくないとを 
一使巧しないとを 
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デジタルカメラに取り付ける • 取りかず 


• デジタルカメラと本機の電源び入っていないことを確認してください。 

(電源び入ったまま取り付けたり、取り外したりすると故障の原因になります) 


■ 取り付ける 

1□ックリングを緩める 



3□ックリングを矢印の方向に止まるまで回ず 



取り外す 


• □ックリングに必要政上の力をかけないようにしてください。 □ックリングを完全に緩めて、ホットシューか目外ず 
• 端テ部に、指や金具などで軸れないでください。 
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撮影ずる 


モードの選びかた 


1デジタルカメラの電源を [ON] にずる 


2本機のモードダイヤルを回して、フラッシュモードを選ぶ 



ドダイヤル 


• 満充電完了後、に HARGE ] ランプび点灯します。 

■ フラッシュモードについて 


項目 

設定内容 

[TTL AUTO] 

予備発光によ0適正発光量を測定したあと、撮 
影のために再び発光します。 

• フラッシュびデジタルカメラを認識するま 
で [ CHARGE ] ランプび点滅しまず。 

[MANUAL] 

ガイドナンバー ( GN ) 《22 ( IS 0100 - m ) 
で発光しまず。 


※ガイドナンパ'- ( GN ) はフラッシュの光量を示す数値です。 


• 通信機能のないデジタルカ六ラでは [ MANUAL ] に設定し、最 
適撮影距離 （ P ] 目）を目安にしてお使いください。 


[TTL AUTO] 


フラッシュ撮影可能範囲については、] 8ページを参照してくだ 
さい。 


1デジタルカメラのシャッターボタンを全押しして 
撮影ずる 

2 [AUTO CHECK] ランプび点滅しているか確認ずる 



• [AUTO CHECK ] ランプび約日秒間点滅すれば、適正露出 
で発光していまず。点滅しない場含は、本機やデジタルカ 
メラの設定をご確認ください。 


3撮影後は、本機のモードダイヤルを [OFF] に合わせ 
て電源を切る 


1 


1 
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撮彰する（つづき) 


■ フラッシュ撮影可能節囲 （ m ) 


ISO 

感度 

絞り値 （ F ) 

1.4 

2 

2.8 

3.5 

4 

己.目 

8 

11 

16 

22 

80 

2.日〜 14.0 

1.4 〜日 .8 

1.日〜7.日 

日ぶ〜巳.目 

日.7〜 4.9 

日.7〜3万 

日.7〜 2.4 

打7〜 1.8 

日.7〜 1.2 

日.7〜日 .9 

100 

2.2 〜]己.7 

1万〜11 .0 

].1〜 7.9 

0.9 〜目 .3 

日.吕〜已.己 

日.7〜 3.9 

0.7 〜 2.8 

打7〜2.日 

日.7〜 1.4 

日.7〜1.日 

200 

3.1 〜22.日 

2.2 〜1日.4 

1万〜]1.日 

1.2 〜吕ぶ 

1.1 〜 7.7 

日.8〜已.日 

日.7〜 3.9 

打7〜 2.8 

日.7〜 1.9 

日.7〜 1.4 

400 

4.4 〜 31.4 

3.1 〜22.日 

2.2 〜]己.7 

] ぶ〜 12.6 

1.巳〜11.日 

1.1 〜7.日 

日ぶ〜巳.巳 

日.7〜4.日 

日.7〜 2.8 

日.7〜2.日 

800 

包2〜44.日 

4.3 〜3日.8 

3.1 〜2を0 

2.5 〜17.日 

2.2 〜]已 .4 

] .己〜11.日 

1.1 〜 7.7 

打吕〜已 .6 

日.7〜 3.9 

07-2.8 

1600 

8.8 〜日 2.9 

6.2 〜44.0 

4.4 〜 31.4 

3.已〜2己] 

3.1 〜22.0 

2.2 〜1巳.7 

1.己〜11.日 

1.1 "-8.0 

日.8〜巳.己 

日.7〜4.日 

3200 

12.3 〜88.日 

8.6 〜目1.目 

目.2〜44.0 

4.目〜3己2 

4.3 〜3日.8 

3.1 〜22.日 

2.2 〜1己.4 

1.巨〜1 1.2 

1.1 〜 7.7 

日ぶ〜己.6 

6400 

。.目〜1把7 

12.3 〜 S 8 .日 

8.8 〜6を9 

7.0 〜日日.3 

6.2 〜44.0 

4.4 〜 31.4 

3.1 〜2を日 

2.2 〜]目.日 

1万〜 11.0 

].1〜8.日 



♦ フラッシュ撮影可能範囲は、デジタルカメラの種類、デジタルカメラの設定（に〇感度、絞り、焦点距離）により変化します。 
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[MANUAL] 


1 デジタルカメラのシャッターボタンを全押しして 
撮影ずる 

2撮影後は、本機のモードダイヤルを [OFF] に合わせ 
て電源を切る 


■ 絞り、最適撮穀距離の求めかた 

本機のガイドナンパ'-(白 N ) は、22 ( ISO 100 - m ) でず。 


絞りを設定ずる場含 

• 1；(下の式で絞0を求め、デジタルカメラに絞りを設定しまず。 


絞り (F)= 


ガイドナンバー (GN) X ISO 感度係数& 
撮影距離 (m) 


最適撮影距離の求めかた 


最適撮影距離 (m)= 


ガイドナンパ‘一 (GN) Xに日感度係数& 
絞りの 


※旧0感度係数 


旧0感度 

補正係数 

80 

0.89 

100 

1.0 

200 

1.4 

400 

2.0 


ISO 感度 

補正係数 

800 

2.8 

1600 

4.0 

3200 

己.目 

巨40白 

8.0 


■ 最適撮影距離 （m) 


ISO 

感度 

絞り値 （F) 

1.4 

2 

2.8 

3.5 

4 

己.日 

8 

11 

16 

22 

80 

14.0 

9.8 

7.0 

已.目 

4.9 

3.5 

2.4 

1.8 

1.2 

日.9 

100 

1巳.7 

11.0 

7.9 

巨.3 

已.已 

3.9 

2.8 

2.0 

1.4 

1.0 

200 

22.0 

15.4 

11.0 

8.8 

7.7 

已.己 

3.9 

2.8 

1.9 

1.4 

400 

31.4 

22.0 

15.7 

12.6 

11.0 

7.9 

巳.己 

4.0 

2.8 

2.0 

800 

44.0 

30.8 

22.0 

17.6 

15.4 

11.0 

7.7 

已.巨 

3.9 

2.8 

1600 

62.9 

44.0 

31.4 

25.1 

22.0 

15.7 

11.0 

8.0 

5.5 

4.0 

3200 

88.0 

61.6 

44.0 

35.2 

30.8 

22.0 

1巳.4 

11.2 

7.7 

已 .6 

巨400 

125,7 

88.0 

62.9 

50.3 

44.0 

31.4 

22.0 

16.0 

11.0 

8.0 



• 最適撮影距離は目安です。 









































フラッシュ撮影のいろいろ 


デジタルカメラの設定により、いろいろなフラッシュ撮影びで 
さます。デジタルカメラの取扱説明書をお読み<ださい。 

• デジタルカメラの機能やお状により、使えない機能もあります。 
• フラッシュモードは 、 [TTL AUT 日]に設定してください。 

赤目軽減発光 



フラッシュの発光により、目び赤く 
写る現象を軽減させます。 


ス□ーシンク □ 


• ス□—シヤッターでフラッシュを 
発光させまず。 

夜景を背景にした人物撮影びをれ 
いに撮れます。 



後幕シンク □ 

• 動をのある被写体を スローシャッ 
ターで 撮影するとさに、 シャッター 
を開じる直前に発光させます。 
被写体の後ろに光源び写り、躍動感 
び出ます。 
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連続発光について 


連続発光するとフラッシュ発光部び熱くな0、劣化、故障の原 
因になりまず。連続発光は1日回までとし、1日分上休ませて 
ください。 













■ 本機について 


本機び熱くなる。 

に HARGE ] ランプの点な直後に連続発光 
を繰り返すと、本機び発熱しますび、連続 
発光び] 0回政下であれば、性能-品費に 
は問題ありません。このよラな場合は、フ 
ラッシュ発光部と電池び;令えるまで間隔 
をあけて使用してください。 

本機をデジタルカメ 
ラに装着でさない。 

□ック U ングを緩めていまずか？ （ P 1 巨） 
□ック U ングび締まった状態では、デジタ 
ルカ;ラに取り付けることびできません。 

フラッシュが発光 
しない。 

• に HARGE ] ランプび点丹していますか？ 

• フラッシュを正しく取り付けていない 
と、発光しないことびあります。 

[CHARGE] ラン 
プび点灯している 
が、 [TEST] ボタ 
ンを巧しても発光 
しない。 

デジタルカメラとの通信待ちの状態です。 
この場含は、本機のモードダイヤルを一度 
切り撰えてください。通信機能付デジタル 
カメラをお使いの場含は、デジタルカメラ 
の電源を入れ直して < ださい。 

見た目と画像の色 
含いが違ラ。 

デジタルカ;ラのホワイトバランスを調 
整してください。 

撮影した画像び明 
るすぎたり、暗ず 
ぎる。 

• 撮影可能範囲内に被写体びありますか？ 
被写体までの距離に含わせて、カメラ側 
のフラッシュ発光量調整、絞0、に日感 
度などを調整してください。 

• 本機のモードダイヤルをご確認ください。 


通信機能付デジタ 
ルカメラの電源を 
[OFF] にしても、 
本機の電源が切れ 
ない。 


電源は連動していません。 

本機のモードダイヤルを[日 FF ] に含わせ 
て、本機の電源を切ってください。 
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ほ用上のお願い 


■ 本機について 

• フラッシュに物を近づけないで<ださい。熱や光で変お、変 
色する罵合びあります。 

• フラッシュ撮影可能範囲外で撮影すると、適正露出にならず、 
白っぽ<撮れる場合や暗<なる場合びあ0ます。 

• シャッタースピードび速い場合は、フラッシュの効果び十分 
に得5れないことびあります。 


周囲で殺虫剤や揮発性のちのを使うときは、本機にかけない 

• かかると、外装ケースび変費した0、塗装びはげる恐れびあ 
0ます。 

• ゴム製品やビニール製品などを長期間接触させたままにしな 
いでください。 


本機をデジタルカメラに巧けたげ態で、本機を持って持ち運び 

しない 

• 政下のような場所で本機を使用または保管した場合、動作不 
良や故障の原因とな0ますので、避けて<ださい。 

• 直射日光下や夏の海岸など 
• 局温を湿、または温度’湿度変化の激しい場尸斤 
• 砂やほこりのをい場所 
• 火気のある場所 
• ;令隱房機、加湿器の近< 

• 水に姑れやすい場所 
• 振動のある場所 
• 自動車の中 

• 他のフラッシュと組み合わせて、多丹撮影はでさません。 

• 本機を落としたりぶつけたりして、強い振動やショックを与 
えないで < ださい。 

• 長期間使用しないと、かびなどにより故障の原因になること 
びあります。使用前には動作点検をされることをおすすめし 
ます。 
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• 本機の端テ部には軸れないでください。故障の原因になるこ 
とびあります。 

• 発光部の過熱と劣化を防止するため、フル発光での連続発光 
は1日回までで中断し、1日分！;(上あけて発光部を冷却させて 
<ださい。 


■ お手入れについて 

お手入れの際は、電池を取り出し、乾いた柔5かい巧でふいて 
<ださい。 

• 巧れびひどいとさは、水にひたした布をよく絞ってか5ミちれ 
をふさ取り、そのあと、乾いた布でふいて<ださい。 

• ベンジン、シンナー、アルコール、台所洗剤などの溶剤は、外 
装ケースび変質したり、塗装びはげる恐れびあ0ますので使 
用しないで < ださい。 

• 化学ぞうきんをご使用の際は、そのを意書きに従ってください。 

■ 電池について 

長期間使用しないと舌は、必ず電池を取り出ず 

•極端に低温、高温になるところでは、端テ部びさびたりして 
故障の原因となります。 

電池を誤って落下させてしまった場台、端モ部が変おしていな 
いか確認する 

• 端テ部び変形したまま本機に入れると、本機をいためます。 

出かけると舌は予備の電池を準備ずる 

• スキー場などの寒冷地では撮影でさる時間びより短<なりま 
すのでお気をつけ<ださい。 




不要になったニッケル水素電池は、捨てないで巧電式電池リヴ 
イクル協力店へご持参ください。 


使用済み充電式電池の届け先 

最寄りの U サイクル協力店へ 

詳細は、有限責任中間法人 JBRC のホームページをご参照<だ 
さい。 

• ホームぺージ http :// www . jbrc . net/hp 


使用済み充電式電池の取り扱いについて 

• 任)端子、©端子をセ□八ンテープなどで絶縁してください。 
• 被覆をはびさないでください。 

• 分解しないで < ださい。 


鎮 

Ni-MH 


ニッケル水素 
電池使用 


—このマークびある場合は一 


ヨー□ッパ連含 1U 外の国の廃棄処分に関ずる情報 

このシンボルマークは EU 域内でのみ有効です。 
製品を廃棄する場含には、最寄りの市町村窓口、ま 
たは販売店で、正しい廃棄方法をお問い合わせく 
ださい。 



仕様 


電源 DC 3.0 V 


使用推奨電池 

単3おアルカ U 乾電池 ( LR 6) 2本/ 

単3お充電式ニッケル水素電池 （ Ni - MH )2 本 

充電時間 

(フル発光してか 
5に HARGE ] ラ 
ンプ点なまで） 

約日.日秒：単3形アルカ U 乾電池 
約己.已秒：単3形アルカ U 乾電池(エボルタ） 
約日.日秒：単3お充電式ニッケル水素電池 

発光時間 

約]/20000秒〜]/500秒 
(発光量により変わる） 

発光回数 

(フル発光時） 

約] 4日回：単3形アルカ U 乾電池 
約]巨日回：単3形アルカ U 乾電池(エボルタ） 
約23日回：単3形充電式ニッケル水素電池 
( min . 2400 mAh タイプ） 

(撮影条件によ0変わる） 

フラッシュ 

モード 

TTLAUT 0 /MANUAL 

ガイド 

ナンバー 

自動切換 ： TTL AUT 日設定:時 

22 ( ISO 100 - m ) : MANUAL 設剧寺 

照が角度 

上下巨ぴ、左ち7が 

24 mm レンズの画角をカバー 
(35 mm フィルムカ六ラ換算） 

寸法 

約幅色1.日 mmx 高さ目 7. 7 mmx 
奥行を46.] mm (突起部除く） 

質量 

約11 ] 邑（本体） 

約]已7呂（電池含む） 

推奨使用温度 

0む〜4日む 

許容相対湿度 

1日％〜8日〇/〇 (結露しないこと） 
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巧証とアフターサービス（よ<お読み<ださい) 


修理 • お取り扱い • お手入れなどのご相談は ••• 
まず、お買い上げの販売店へお申し付けください 


転居や贈答品などでお困りの場合は ••• 

• 修理は、ヴービス会社-販売会社の「修理ご相談窓□」へ！ 

• 使し、かた•お買し順などのお問い合わせは、 r お客様ご相談センター」へ！ 

■ 保証書(別添付） 

お買い上げ曰-販売店名などの記入を必ず確かめ、お買い上げの販売 
店か5お受け取りください。よくお読みのあと、保管してください。 


保証期間：お買い上げ曰か5本体1年間 


■ 補修用性能部品の保有期間 I 日年 I 

当社は、このフラッシュライトの補修用性能部品を、製造巧ち切り後 
已年保有しています。 

を）補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部 
□□こ' 9 。 


■ 修理を依頼されるとき 

この説明書をよくお読みのラえ、直らないときは、まず接続している 
電源を外して、お買い上げの販売店へご連絡ください。 


1 ご連絡いたださたい内容 1 

製品名 

フつツンユつイト 

品番 

DMW - FL 22 日 

お買い上げ曰 

年月曰 

故障の状況 

でさるだけ具体的に 


•保証期間を過ぎているとをは 

修理すれば使用できる製品については、ご要望により修理させていただき 
ます。 

下記修理料金の仕組みをご参照のラえ、ご相談ください。 

•修理料金の仕組み 

修理料金は、技術料-部品代-出張料などで構成されています。 

["技術料 I は、診断-故障個所の修理および部品交換 • 調整 • 修理売了時 
の点検などの作業にかかる費用です。 

部品代 I は、修理に使用した部品および補助材料代です。 

[]出張料 I は、製品のある場所へ技術者を派遣する場合の費用です。 


ご相談窓□における個人情報のお取り扱い 

パナソニック株式会社およびその関係会社は、お客様の個人情報や 
ごネ目談内容を、ご柜談への対応や修理、その確認などのために利巧 
し、その記湿を残すことびあります。 

また、折り返し電話させていただくとさのため、ナンバー•デイスプ 
レイを採用しています。 

なお、個人情報を適切に管理し、修理業務等を委託する場合や正当 
な理由びある場合を除を、第三者に提供しません。 

お問い合わせは、ご相談された窓□にご連絡ください。 


♦保証期間中は 

保証書の規定に従ってお買い上げの販売店び修理をさせていただをま 
すので、恐れ入りますび、製品に保証書を添えてご持参ください。 
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「よくあるご質問」「六ールでのお問い合わせ」などはホームページをご活用ください。 
http :// panasonic . jp / support / 


修理に関するご相談 


パナソニック 修理ご相談窓 □ 


ナビダイヤル(を国な通ま号） 田 0570 -087-087 

•呼出音の前に NTT より通話料金の目安をお知らせします。 
•携帯電話 - PHS • IP / 光電話等、ナビダイヤルびご利用できない 
場合は、最寄りの修理ご相談窓□に直接おかけください。 


使いかた*お買い物などのご相談 


パナソニックお客様ご相談センター 
36 己曰/受付 9 時〜 20 時 

B p 5 ダイヤル 函 0120 -878-365 

■携帯電話. PHS でのご利巧は…06-8907-1187 

FAX ^ャル 函 0120 -878-236 

Help desk for foreign residents in Japan 
Tokyo (03) 3256 - 5444 Osaka (06) 6645 - 8787 
Open: 9:00 -17:30 (closed on Saturdays /Sundays/ national holidays) 


2 已 















巧証とアフターサービス（よくお読みください） （つづき) 


《電話番号をよくお確かめの上、おかけください。 


パナソニック修理ごホ目談窓 


•化区-時間帯によって、集中修理ご相說窓□に転送させてしすこだ 
く場合びございます。 


化巧道地区 


札幌 札幌市厚別区厚別 

帯広 帯広市西2日条北 

函館 函館市西ネ吉梗 

南 2 了 目 17-7 

2 T 目 23-3 

己 89 番地 241 

巧 （011 旧 94-1 251 

巧 （0155)33-8477 

(西館琉通卸 

姐り 1 旭リ1市2乗通1巨了目 

1166 


センター内） 

巧の 13 执 48-6 日 31 

S (0166)22-3011 





青 森 青森巿大字浜田 

岩手 盛岡巿厨 jl に T 目 

山お 山お市平清水 1 T 目 

字豊田 364 

1-43 

1-75 

巧 （017)775-0326 

巧 （019)645-6130 

S (023)641-8100 

が;田 秋田市が胆 リ1 

宮城 仙台市宮城野区扇町 

福島 郡山市亀田 1 T 目 

字ル谷地 3-1 

7-4-18 

51-1 己 

巧 （018)868-7008 

巧 （022)387-1 117 

巧 （024)991-9308 
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※電話番号をよくお確かめの上、おかけください。 


パナソニック 修理 ご 相談窓 □ 


•地区-時間帯によって、集中修理ご相談窓□に転送させていただ 
く場合びございます。 


首都 


埼玉 
千葉 


iiMifMa 


栃木宇都宮市上戸祭 
打目 3-1 9 
巧 (028)689-2555 

群馬 前橋市箱田町32己-] 

巧 (027)254-2075 

茨城 つくば市筑穂 3 T 目 東京 

]已-3 

a (029 旧 64-8756 


桶 J II 市赤掘 2 T 目 4-2 

巧 (048)728-8960 

千葉市中央区末広 

目 Q ぶ 

巧 (043)208-6034 

東京都世田谷区 
宮坂 2 T 目 26-1 7 

巧 (03)5477-9780 


山梨 甲府市宝1了目 4- 13 

巧 (055)222-5822 

巧就 II 横浜市道南区曰野 
己 T 目 3-1 目 

巧 （045 旧 47-9720 

新 漏 新潟市東区東明 
1 T 目 8-14 

巧 (025)286-0180 


中部 




石川 

金ミ尺市樹 II 3 T 目2日 

巧 (076)280-6608 

長野 

松本 市 寿:] ヒ 7 了目3-]] 

巧 (0263)86-9209 

岐阜 

岐阜 市中 蘭 4 T 目42 

巧 (058)278-6720 

富 山 

富山巿根塚町1 T 目 

1-4 

巧 (076)424-2549 

静岡 

静岡市裏区千代田 

7 T 目 7 -己 

巧 (054)287-9000 

局 山 

局山市花岡町 3 T 目 
82 

巧 （0577)33-0613 

福井 

福な巿問屋町 2 T 目 
14 

S (0776)21 -0622 

愛知 

名古屋市瑞穂区 

塩入町 8-1 日 
0(052)819-0225 

=重 

津巿久居野村町 
字山 巧 42] 

巧 (059)254-5520 
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巧証とアフターサービス（よくお読みください） （つづき) 


《電話番号をよくお確かめの上、おかけください。 


パナソニック修理ごホ目談窓 


•地区-時間帯によって、集中修理ご相說窓□に転送させてしすこだ 
く場合びございます。 





滋賀 栗東市霊仙寺 1 了目 

1-4 召 

巧 (077)582-5021 

京都 京都市伏見区竹田 
中 J II 原町 7 1-4 

巧 （075)646-2123 

大阪 大阪市城東区関目 

巧 (06)6359-6225 

奈良 大和郡山市筒井町 
800 ま地 

巧 (0743)59-2770 

和歌山 和歌山市中島 4 目目-] 

巧 (073)475-2984 

兵庫 巧戸市須磨区弥聚台 
打目] 3-4 

巧の 78)796-31 40 



鳥取 鳥取巿安長 29 己-] 

巧 (0857)26-9695 
米子 米テ市米原 4 T 目 2-33 
0(0859)34-2129 

松江 お江市平成町 

182 番地 14 

0(0852)23-1128 

出 雲 出雲巿渡橋町 41 巨 

巧 （0853)21-3133 

浜田 ミ兵田市下府町 

327-93 

巧 (0855)22-6629 
岡山 岡山市田中 138-11 日 
巧の 86)242-62:36 

広島 広島市西区南観音 

] 了目] 3-5 
巧 {082)295-501 1 

山 □ 山口市ル郡下郷 
220-1 

巧 (083)973-2720 
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《電話番号をよくお確かめの上、おかけください。 


パナソニック 修理 ご 相談窓 □ 


•地区-時間帯によって、集中修理ご相談窓□に転送させていただ 
く場合びございます。 


四国 地区 

香川高松市勃使町1日 2-2 

巧 （087 旧 68-6388 

徳島徳島市沖お 2T 目3日 

巧 (088)624-0253 

高知高知市仲田町吕 -1 邑 

巧 （088 旧 34-31 42 

愛媛愛媛県伊予郡抵部町 
八倉75-] 

巧 (089)905-7544 



福岡き曰巿き曰公園 

3T 巨48 

巧 (092)593-9036 

化賀佐賀市麵島町大宇 
八戸字上深町3044 

S (0952)26-91 51 

長崎長崎市東町191目-1 

巧 （095 旧 30-1 658 

大分大分市软原 4T 目 

8-3 已 

巧 （097)556-381 5 

宮崎宮崎市本郷化ち 
宇草葉20目 9-2 

巧の 985)63-1 213 

員畏本熊本市健軍本町 12-3 

巧 (096)367-6067 

天草天草市港町 18-1] 

巧 (0969)22-31 25 

鹿括島鹿お島市ちな郎 

1 T 目 5-33 
巧 (099)250-5657 

大島奄美巿名瀬朝仁町 

1 1-2 

巧 （0997)53-51 01 



















巧証とアフターサービス（よくお読みください） （つづき) 


《電話番号をよくお®かめの上、おかけください。 


パナソニック修理 



•地区.時間帯によって、集中修理ご相談窓□に転送さはていただ 
く場合びございます。 



沖縄お添巿城間 4了 目 23-1 1 巧の98旧 77-1 207 


所在地、電話ま号び変更になることびありまずので、あ5かじめご了承ください。 


06 朋 
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メモ 


その他 
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便利メモ （おぼえのため、記入されると便利です) 


お買い上げ日 

年月 曰 

品番 

DMW - FL 220 

販売店名 

巧 （ ) 


パナソニック株式会社 

AVC ネットワークス社ネットワーク事業グループ 

〒巳71 -8504 大販府門真市松生町1番1日号 
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